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　調 査 期 間　　令和７年  12月１日 ～ 12月５日
　調査対象期間　　令和７年  10月～12月（実績・今期）
　　　　　　　　　令和８年  １月～３月（予想・次期）
　調 査 地 域　　苫小牧信用金庫の本店及び支店所在地（札幌圏を除く）
　調 査 方 法　　アンケート用紙に基づく面談調査
　分 析 方 法　　指数 D.I.（Ｄiffusion　Ｉndexの頭文字）による分析

第149回 とましん景気動向調査概要

● ● ● 苫小牧信用金庫の第３四半期の活動 ● ● ●

令和７年10月	・第9回「とましんスイーツまつり」開催（4日）
	 ・「とましん創生塾 経済文化講演会」開催（7日）
	 ・「とましん信和会　細川たかし一門会苫小牧初コンサート」開催（21日）
令和７年11月	・ルーランド・デュイ チェロリサイタル（11日）
	 ・令和7年度とましん創生塾第4回目セミナー開催（11日）
	 ・とましん景況レポート№164発行（20日）
	 ・岡嶋晋・岡本孝慈 夜会コンサート（21日
令和７年12月	・令和７年度とましん創生塾第5回目セミナー開催（9日）
	 ・とましん郷土文庫　通巻37号「野菜」発行（17日）
	 ・子どもクリスマスイベント開催（20日）

子どもクリスマスイベントを開催 今回はバルーンショーやマジックショーも

調査先数 製造業 卸売業 小売業 建設業 運輸業 サービス業 鉱　業 不動産業 合　計

対象先数 36 25 68 60 18 52 5 13 277

回　答　数 29 22 58 52 17 46 5  9 238

回　答　率 80.6 88.0 85.3 86.7 94.4 88.5 100.0  69.2 85.9

　去る12月20日、子どもクリスマスイベントを開催しました。当イベントについては、
昨年は5年ぶりに本店7階食堂で「ケーキ作り」のみを行いましたが、今年度は1階ロビー
でバルーンショー、マジックショーも同時開催し親子連れで賑わっていました。
　イベント終了後に子供たちにはお菓子の詰め合わせが配られ、一足早いクリスマス気
分を満喫していたようでした。

（件、％）
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全業種 回答事業所238件（回答率85.9％）－ 業況判断指数、前期比2.4ポイント改善 －

第149回地域景気動向調査アンケート結果（令和７年10月～12月期)

《概況》― 全業種業況判断指数は、前期比改善　▲１１．１ ―
１．�　令和7年10～12月期の全業種業況判断D.I.は「▲11.1」、前期（令和7年7～9月）から2.4

ポイント改善した。業種別にみると、建設業・運輸業・サービス業で前期比改善、不動
産業が横這い、製造業・卸売業・小売業・鉱業で後退となった。地域別では前期比で、
郡部が改善、市部では後退、地区別では白老地区で前期比改善、千歳地区で前期比後退
した。

２．�　売上額・収益面では、前年同期比売上額判断D.I.は「▲22.2」で前期から7.4ポイント後
退。前年同期比収益判断D.I.は「▲20.9」で前期から5.3ポイント後退した。また、販売価
格D.I.は「14.5」で前期から13.7ポイントの後退。仕入価格D.I.は「42.7」で前期から4.8ポ
イント後退した。人手過不足D.I.は「▲43.0」で前期より4.2ポイント後退した。

３．�　令和8年1～3月期（来期）の予想業況判断D.I.は「▲30.8」、今期から19.7ポイントの後
退見通しとなった。業種別に見ると、改善見通しとする業種は、不動産業のみで、製造
業は横這い、他業種はすべて後退の見通しとなった。地域別の見通しは、市部・郡部と
も後退見通し、地区別では、千歳地区は改善見通し、白老地区では後退の見通しであっ
た。

業種別業況判断指数（D.I.）の推移　　　　《構成比（％）の差（「良い」－｢悪い｣）による指数》

項　目
令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月
予　　想

全　業　種 ▲ 14.8 ▲ 36.4 ▲ 16.0 ▲ 9.8 ▲ 14.4 ▲ 26.6 ▲ 24.2 ▲ 13.5 ▲ 11.1 ▲ 30.8

市　　　部 ▲ 9.9 ▲ 33.6 ▲ 12.7 ▲ 2.5 ▲ 9.0 ▲ 22.7 ▲ 22.9 ▲ 10.1 ▲ 11.3 ▲ 28.7
千歳地区 37.5 10.0 50.0 40.0 30.0 10.0 ▲ 20.0 22.2 10.0 20.0

郡　　　部 ▲ 23.8 ▲ 41.6 ▲ 22.2 ▲ 23.0 ▲ 24.1 ▲ 33.7 ▲ 26.5 ▲ 19.5 ▲ 10.6 ▲ 34.5
白老地区 ▲ 14.3 14.3 0.0 0.0 ▲ 28.6 0.0 ▲ 42.9 ▲ 28.6 ▲ 14.3 ▲ 28.6

製　造　業 ▲ 17.9 ▲ 29.2 ▲ 12.9 ▲ 19.4 ▲ 6.9 ▲ 13.8 ▲ 24.1 ▲ 10.0 ▲ 37.9 ▲ 37.9
卸　売　業 ▲ 13.6 ▲ 61.9 ▲ 8.7 ▲ 12.5 ▲ 8.7 ▲ 50.0 ▲ 39.1 ▲ 30.4 ▲ 40.9 ▲ 57.1
小　売　業 ▲ 36.7 ▲ 44.2 ▲ 24.1 ▲ 7.1 ▲ 36.7 ▲ 33.3 ▲ 38.6 ▲ 18.6 ▲ 19.6 ▲ 28.1
建　設　業 ▲ 6.0 ▲ 32.0 ▲ 20.0 ▲ 16.7 0.0 ▲ 30.8 ▲ 32.0 ▲ 10.7 5.9 ▲ 27.5
運　輸　業 11.8 ▲ 29.4 0.0 ▲ 23.5 0.0 ▲ 37.5 ▲ 23.5 ▲ 47.1 ▲ 5.9 ▲ 29.6
サービス業 ▲ 13.3 ▲ 38.6 ▲ 22.7 ▲ 2.2 ▲ 17.8 ▲ 14.0 ▲ 10.9 ▲ 4.4 0.0 ▲ 26.7
鉱　　　業 66.7 33.3 66.7 60.0 50.0 0.0 80.0 80.0 60.0 ▲ 60.0
不 動 産 業 0.0 0.0 0.0 0.0 ▲ 30.0 12.5 22.2 0.0 0.0 11.1

　＊▲はマイナス、少数点第２位四捨五入、以下文中数値、表、グラフすべて同じ。
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全業種ー業況、市・郡部（千歳、白老地区）
全業種業況 市部 千歳地区 郡部 白老地区
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【全業種の業況判断】�
　全業種の今期業況判断（Ｐ５上段の表参照）は、「良い」とする企業21.7％に対して、「悪
い」とする企業32.8％でD.I.は「▲11.1」、前期「▲13.5」（令和7年7～9月期）と比較して2.4ポ
イント改善した。
　なお、今期の業況判断D.I.は、前回調査時における今期予想「▲13.2」（0.3ポイントの改善予
想）を2.1ポイント上回った。
　また、来期（令和8年1～3月）の予想業況判断は、「良い」とする企業9.4％、「悪い」とする
企業40.2％でD.I.は「▲30.8」、今期に比べ19.7ポイント後退の見通しとなった。
全業種の業況判断 今期D.I. 前期比 前年同期比 来期予想業況判断D.I.
全業種（238社） ▲ 11.1 2.4㌽改善 ↑ 3.3㌽改善 ↑ ▲ 30.8 19.7㌽後退 ↓

■業種別
　業種別では、建設業・運輸業・サービス業で前期比改善、不動産業で横這い、製造業・卸売
業・小売業・鉱業で後退した。
　また、来期の予想業況判断D.I.は、不動産業で改善見通し、製造業で横這い見通しであった
が、他の業種については後退見通しとなった。
業種別の業況判断 今期D.I. 前期比 前年同期比 来期予想業況判断D.I.
製造業　（29社） ▲ 37.9 27.9㌽後退 ↓ 31.0㌽後退 ↓ ▲ 37.9 横這い →
卸売業　（22社） ▲ 40.9 10.5㌽後退 ↓ 32.2㌽後退 ↓ ▲ 57.1 16.2㌽後退 ↓
小売業　（58社） ▲ 19.6 1.0㌽後退 ↓ 17.1㌽改善 ↑ ▲ 28.1 8.5㌽後退 ↓
建設業　（52社） 5.9 16.6㌽改善 ↑ 5.9㌽改善 ↑ ▲ 27.5 33.4㌽後退 ↓
運輸業　（17社） ▲ 5.9 41.2㌽改善 ↑ 5.9㌽後退 ↓ ▲ 29.4 23.7㌽後退 ↓
サービス業（46社） 0.0 4.4㌽改善 ↑ 17.8㌽改善 ↑ ▲ 26.7 26.7㌽後退 ↓
鉱業　　（ 5社） 60.0 20.0㌽後退 ↓ 10.0㌽改善 ↑ ▲ 60.0 120.0㌽後退 ↓
不動産業（ 9社） 0.0 横這い → 30.0㌽改善 ↑ 11.1 11.1㌽改善 ↑

■地区別
　地区別では、前期比で市部は後退、郡部は改善、千歳地区では後退、白老地区では改善となっ
た。また、来期の予想業況判断D.I.は、市部・郡部とも後退見通し、地区別では、千歳地区は改
善見通し、白老地区では後退見通しとなった。
地区別の業況判断 今期D.I. 前期比 前年同期比 来期予想業況判断D.I.
市　部　 （152社） ▲ 11.3 1.2㌽後退 ↓ 2.3㌽後退 ↓ ▲ 28.7 17.4㌽後退 ↓
　千歳地区（10社） 10.0 12.2㌽後退 ↓ 20.0㌽後退 ↓ 20.0 10.0㌽改善 ↑
郡　部　　（86社） ▲ 10.6 8.9㌽改善 ↑ 13.5㌽改善 ↑ ▲ 34.5 23.9㌽後退 ↓
　白老地区（ 7社） ▲ 14.3 14.3㌽改善 ↑ 14.3㌽改善 ↑ ▲ 28.6 14.3㌽後退 ↓
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全業種ー売上額、収益、販売価格、仕入価格
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全業種ー資金繰り、人手、設備投資割合
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全業種アンケート調査指数(D.I.)の推移 

令和 5 年 令和 6 年 令和 7 年 令和８年

10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 ７月～９月 10月～12月 １月～３月予想

売 上 額 ▲ 1.3 ▲ 39.5 5.2 ▲ 2.9 ▲ 1.2 ▲ 34.6 ▲ 10.2 2.9 ▲ 5.5 ▲ 34.5

収 益 ▲ 10.2 ▲ 40.5 ▲ 5.2 ▲ 1.6 ▲ 9.5 ▲ 36.7 ▲ 13.2 0.8 ▲ 9.7 ▲ 29.4

販 売 価 格 23.7 16.8 33.8 31.1 31.0 16.7 21.5 28.2 14.5 8.6

仕 入 価 格 51.7 42.3 58.9 50.4 51.3 56.0 45.1 47.5 42.7 35.9

在 庫 数 量 ▲ 1.7 ▲ 4.4 0.6 ▲ 2.8 ▲ 6.9 ▲ 2.3 2.4 0.0 ▲ 5.3 ▲ 6.5

資 金 繰 り ▲ 8.9 ▲ 10.5 ▲ 6.5 ▲ 1.2 ▲ 2.5 ▲ 10.1 ▲ 8.9 ▲ 3.7 ▲ 5.5 ▲ 10.6

対前年売上 ▲ 18.6 ▲ 27.7 ▲ 9.1 ▲ 3.7 ▲ 9.1 ▲ 11.9 ▲ 20.8 ▲ 14.8 ▲ 22.2

対前年収益 ▲ 23.3 ▲ 31.4 ▲ 17.7 ▲ 10.7 ▲ 11.6 ▲ 23.7 ▲ 25.0 ▲ 15.6 ▲ 20.9

残 業 時 間 ▲ 2.1 ▲ 18.6 ▲ 6.9 ▲ 7.4 ▲ 8.3 ▲ 19.3 ▲ 11.5 ▲ 6.5 ▲ 6.0 ▲ 16.7

人 手 ▲ 42.4 ▲ 33.2 ▲ 32.9 ▲ 36.9 ▲ 41.1 ▲ 36.0 ▲ 36.9 ▲ 38.8 ▲ 43.0 ▲ 34.0

設 備 状 況 ▲ 14.2 ▲ 14.2 ▲ 12.2 ▲ 12.4 ▲ 14.8 ▲ 8.4 ▲ 10.7 ▲ 14.3 ▲ 10.8 ▲ 8.7

設備投資割合 33.1 33.2 32.0 32.4 39.7 36.7 36.4 37.8 36.1 29.7

＊「在庫は運輸業、サービス業を除く６業種　＊「設備投資割合」は、不動産業を除く７業種の設備投資を実施した先の割合。

【売上等の状況】�

◦�「売上額指数」は全業種「▲5.5」前期比8.4ポイント後退。千歳地区は「0.0」前期比10.0ポイ
ント後退。白老地区は「42.9」前期比57.1ポイント改善した。業種別では製造業・建設業・運
輸業で前期比改善したが、他の業種は前期比後退した。先行きは全業種「▲34.5」で今期から
29.0ポイント後退の見通しとなった。

◦�「対前年売上」は全業種「▲22.2」前期比7.4ポイント後退。業種別では建設業で前期比改善、
運輸業・不動産業で横這いであったが、他の業種では後退となった。

◦�「収益」は全業種「▲9.7」前期比10.6ポイント後退。千歳地区は「10.0」前期比横這い。白老
地区は「0.0」前期比横這いであった。業種別では卸売業・建設業で前期比改善、運輸業・不
動産業で横這いだったが、他の業種は後退となった。先行きは全業種「▲29.4」、今期より
19.7ポイント後退の見通しとなった。

◦�「対前年収益」は全業種「▲20.9」前期比5.3ポイント後退。業種別に見ると建設業・運輸業で
前期比改善、鉱業・不動産業で横這いであったが、他の業種は後退であった。

◦�「販売価格」は全業種「14.5」前期比13.7ポイント下降。業種別では、卸売業で上昇、鉱業で
横這いであったが、他の業種は下降となった。

◦�「仕入価格」は全業種「42.7」前期比4.8ポイント下降。業種別では製造業・卸売業・サービス
業・不動産業で前期比上昇、鉱業では横這いであったが、その他の業種は下降となった。
◦�「在庫数量」は全業種「▲5.3」前期比5.3ポイント下降。業種別では前期比で建設業が若干の
上昇、鉱業で横這いであったが、他の業種は下降した。
◦�	「資金繰り」は全業種「▲5.5」前期比1.8ポイント下降。業種別では前期比で建設業・運輸
業・サービス業で上昇したが、他の業種は下降であった。
◦�「残業時間」は全業種「▲6.0」前期比0.5ポイント増加。業種別に見ると前期比で建設業・運
輸業で増加したが、他の業種では減少となった。
◦�「人手」は全業種「▲43.0」前期比4.2ポイント下降。業種別では小売業・建設業で前期比上
昇。卸売業・鉱業では横這い、他の業種では前期比下降した。

◦�「設備の状況」は全業種「▲10.8」前期比3.5ポイント上昇。業種別では卸売業・小売業・建設
業・サービス業で上昇、製造業・運輸業・鉱業で下降した。
◦�「設備投資実施割合」は前期比1.7ポイント下降し「36.1％」となった。
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景気動向調査主要指数(D.I.)の推移
製　　　造　　　業 運　　　輸　　　業

7年1～3月 7年4～6月 7年7～9月 7年10～12月 8年1～3月予想 7年1～3月 7年4～6月 7年7～9月 7年10～12月 8年1～3月予想
売 上 額 ▲ 24.1 3.4 ▲ 6.7 3.4 ▲ 55.2 ▲ 58.8 0.0 17.6 23.5 ▲ 41.2
収 益 ▲ 24.1 ▲ 3.4 13.3 ▲ 3.4 ▲ 27.6 ▲ 35.3 ▲ 11.8 17.6 17.6 ▲ 29.4
販 売 価 格 17.2 34.5 36.7 17.2 20.7 5.9 23.5 11.8 0.0 5.9
仕 入 価 格 58.6 51.7 46.7 48.3 41.4 64.7 17.6 52.9 35.3 23.5
在 庫 数 量 ▲ 3.4 6.9 3.3 ▲ 6.9 ▲ 10.3
資 金 繰 り ▲ 10.3 ▲ 3.4 ▲ 3.3 ▲ 6.9 ▲ 13.8 ▲ 23.5 ▲ 11.8 ▲ 17.6 ▲ 5.9 ▲ 11.8
前 年 比 売 上 0.0 ▲ 13.8 ▲ 16.7 ▲ 42.9 ▲ 5.9 ▲ 23.5 ▲ 11.8 ▲ 11.8
前 年 比 収 益 3.4 ▲ 10.3 ▲ 13.3 ▲ 32.1 ▲ 17.6 ▲ 17.6 ▲ 41.2 ▲ 5.9
残 業 時 間 ▲ 10.3 ▲ 6.9 ▲ 6.7 ▲ 10.3 ▲ 20.7 ▲ 17.6 ▲ 35.3 ▲ 23.5 0.0 ▲ 23.5
人 手 ▲ 41.1 ▲ 24.1 ▲ 23.3 ▲ 37.9 ▲ 31.0 ▲ 52.9 ▲ 70.6 ▲ 70.6 ▲ 88.2 ▲ 76.5
設 備 状 況 ▲ 6.9 ▲ 10.3 ▲ 10.0 ▲ 10.7 ▲ 7.1 ▲ 18.8 ▲ 18.8 ▲ 18.8 ▲ 33.3 ▲ 26.7

卸　売　業 サービス業
売 上 額 ▲ 58.3 ▲ 13.0 0.0 ▲ 4.5 ▲ 52.4 ▲ 39.5 ▲ 6.5 11.1 ▲ 20.0 ▲ 26.7
収 益 ▲ 54.2 ▲ 4.3 ▲ 4.3 4.5 ▲ 42.9 ▲ 48.8 ▲ 6.5 13.3 ▲ 22.2 ▲ 28.9
販 売 価 格 33.3 34.8 21.7 36.4 19.0 26.2 20.0 18.2 11.4 15.9
仕 入 価 格 45.8 34.8 39.1 45.5 33.3 71.4 54.5 48.8 54.5 54.5
在 庫 数 量 0.0 ▲ 4.5 ▲ 4.3 ▲ 9.1 ▲ 14.3
資 金 繰 り ▲ 16.7 ▲ 21.7 0.0 ▲ 13.6 ▲ 19.0 ▲ 7.0 ▲ 6.5 ▲ 4.4 ▲ 2.2 ▲ 6.7
前 年 比 売 上 ▲ 33.3 ▲ 34.8 ▲ 30.4 ▲ 31.8 9.5 2.2 0.0 ▲ 6.7
前 年 比 収 益 ▲ 37.5 ▲ 21.7 0.0 ▲ 9.1 ▲ 19.0 ▲ 15.2 ▲ 4.4 ▲ 11.1
残 業 時 間 ▲ 30.4 0.0 0.0 ▲ 4.5 ▲ 28.6 ▲ 11.9 4.3 4.4 0.0 ▲ 4.5
人 手 ▲ 12.5 ▲ 4.3 ▲ 18.2 ▲ 18.2 ▲ 4.8 ▲ 44.2 ▲ 47.8 ▲ 44.4 ▲ 47.8 ▲ 44.4
設 備 状 況 ▲ 13.0 0.0 ▲ 22.7 ▲ 9.5 ▲ 5.0 ▲ 9.5 ▲ 21.7 ▲ 25.0 ▲ 13.0 ▲ 13.3

小　売　業 鉱　　　業
売 上 額 ▲ 25.4 ▲ 29.8 ▲ 1.7 ▲ 19.0 ▲ 22.4 ▲ 100.0 80.0 60.0 ▲ 20.0 ▲ 80.0
収 益 ▲ 25.4 ▲ 33.3 ▲ 10.2 ▲ 27.6 ▲ 20.7 ▲ 100.0 80.0 60.0 ▲ 20.0 ▲ 80.0
販 売 価 格 32.2 8.8 39.0 10.3 8.6 ▲ 20.0 80.0 0.0 0.0 0.0
仕 入 価 格 46.6 31.6 44.1 25.9 20.7 20.0 40.0 20.0 20.0 40.0
在 庫 数 量 ▲ 8.5 ▲ 3.5 ▲ 5.1 ▲ 8.6 ▲ 10.5 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0
資 金 繰 り ▲ 16.9 ▲ 12.3 ▲ 11.9 ▲ 14.0 ▲ 14.0 0.0 20.0 40.0 20.0 20.0
前 年 比 売 上 ▲ 16.9 ▲ 31.6 ▲ 15.3 ▲ 32.8 20.0 80.0 60.0 20.0
前 年 比 収 益 ▲ 28.8 ▲ 40.4 ▲ 20.3 ▲ 37.9 ▲ 20.0 40.0 60.0 60.0
残 業 時 間 ▲ 17.5 ▲ 16.1 ▲ 5.1 ▲ 5.3 ▲ 8.8 ▲ 60.0 0.0 20.0 0.0 ▲ 20.0
人 手 ▲ 34.5 ▲ 32.1 ▲ 37.3 ▲ 36.8 ▲ 36.8 ▲ 20.0 ▲ 40.0 ▲ 40.0 ▲ 40.0 ▲ 20.0
設 備 状 況 ▲ 8.6 ▲ 12.5 ▲ 12.1 ▲ 8.9 ▲ 7.3 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0

建　設　業 不 動 産 業
売 上 額 ▲ 32.7 ▲ 16.0 ▲ 1.8 9.8 ▲ 39.2 37.5 22.2 0.0 ▲ 11.1 22.2
収 益 ▲ 44.2 ▲ 20.0 ▲ 10.7 3.9 ▲ 39.2 37.5 12.5 ▲ 11.1 ▲ 11.1 22.2
販 売 価 格 ▲ 5.9 12.0 27.3 17.6 ▲ 7.8 ▲ 14.3 57.1 50.0 12.5 12.5
仕 入 価 格 65.4 58.8 56.1 50.0 38.0 0.0 71.4 37.5 57.1 42.9
在 庫 数 量 4.0 10.2 1.8 2.0 6.1 ▲ 14.3 ▲ 14.3 25.0 ▲ 14.3 ▲ 28.6
資 金 繰 り 0.0 ▲ 7.8 1.8 1.9 ▲ 9.6 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0
前 年 比 売 上 ▲ 28.8 ▲ 44.0 ▲ 29.1 ▲ 20.0 12.5 22.2 0.0 0.0
前 年 比 収 益 ▲ 38.5 ▲ 44.0 ▲ 29.1 ▲ 25.5 12.5 22.2 0.0 0.0
残 業 時 間 ▲ 30.8 ▲ 23.5 ▲ 14.0 ▲ 9.6 ▲ 28.8 25.0 0.0 ▲ 20.0 ▲ 22.2 0.0
人 手 ▲ 36.5 ▲ 47.1 ▲ 47.4 ▲ 46.2 ▲ 23.1 ▲ 25.0 ▲ 11.1 ▲ 10.0 ▲ 33.3 ▲ 33.3
設 備 状 況 ▲ 3.8 ▲ 2.0 ▲ 9.1 ▲ 5.9 ▲ 3.9

　＊各項目選択肢の構成比（％）の差による指数。選択肢は項目ごとに異なる。

｢経営上の問題点｣･｢経営上の重点施策｣上位10項目 （令和７年10月～12月期調査)

全業種・経営上の問題点
割　合（％)

全業種・経営上の重点施策
割　合（％)

市部 郡部 合計 市部 郡部 合計

材料価格の上昇（原材料高） 43.3 44.2 43.6 経費を節減する 41.4 54.7 46.2 

人手不足 39.5 38.4 39.1 人材を確保する 40.8 33.7 38.2 

売上の停滞・減少 38.8 38.4 38.7 販路を広げる 32.2 15.1 26.1 

人件費の増加 30.3 20.9 26.9 情報力を強化する 17.8 9.3 14.7 

仕入先からの値上げ要請 26.9 19.1 23.7 技術力を高める(強化する) 15.1 10.5 13.4 

利幅の縮小 21.7 15.1 19.3 特になし 9.2 18.6 12.6 

下請けの確保難 17.9 13.3 16.3 教育訓練を強化する 13.8 7.0 11.3 

大型店との競争の激化 9.7 18.5 13.8 労働条件を改善(良く)する 11.2 7.0 9.7 

流通経路の変化による競争の激化 12.5 16.7 13.6 売れ筋商品を取り扱う 5.3 12.8 8.0 

商圏人口の減少 2.8 28.6 13.2 仕入先を開拓・選別する 4.6 8.1 5.9 
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卸売業 回答事業所22件（回答率88.0％）－業況判断指数　前期比後退 ▲40.9 －

製造業 回答事業所29件（回答率80.6％）－業況判断指数　前期比後退 ▲37.9 －

　管内卸売業22社による業況判断指数は「▲
40.9」、前期比10.5ポイント後退し、前年同
期比でも32.2ポイント後退した。
　地域別では、市部が「▲50.0」、前期比
32.4ポイント後退、郡部は「▲16.7」前期比
50.0ポイント改善した。
　売上額指数は「▲4.5」、前期比4.5ポイン
ト後退し、前年同期比でも4.5ポイント後退
した。
　収益指数は「4.5」、前期比8.9ポイント
改善し、前年同期比でも8.9ポイント改善し
た。

　管内製造業29社による業況判断指数は「▲
37.9」、前期比27.9ポイント後退、前年同期
比についても31.0ポイント後退した。
　地域別では、市部が「▲47.4」前期比47.4
ポイント後退、郡部は「▲20.0」前期比13.3
ポイント改善した。
　売上額指数は「3.4」、前期比10.1ポイント
改善したが、前年同期比は6.9ポイント後退
した。
　収益指数は「▲3.4」、前期比16.8ポイント
後退し、前年同期比でも6.9ポイントの後退
であった。
　業況判断指数は１頁の表参照
　売上額指数、収益指数は４頁の表参照
　以下各業種とも同じ

｢業況判断｣(D.I.)の回答の内訳
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建設業 回答事業所52件（回答率86.7％）－業況判断指数　前期比改善 5.9 －

運輸業 回答事業所17件（回答率94.4％）－業況判断指数　前期比改善 ▲5.9 －

　管内運輸業17社による業況判断指数は「▲
5.9」、前期比41.2ポイント改善、前年同期比
では5.9ポイントの後退となった。
　地域別では、市部が「▲33.3」で前期比
44.4ポイント改善し、郡部でも「25.0」と前
期比37.5ポイント改善した。
　売上額指数は「23.5」、前期比5.9ポイント
改善、前年同期比では11.8ポイントの後退と
なった。
　収益指数は「17.6」、前期比は横這い、前
年同期比では23.5ポイント後退した。

小売業 回答事業所58件（回答率85.3％）－業況判断指数　前期比後退 ▲19.6 －

　管内小売業58社による業況判断指数は「▲
19.6」、前期比1.0ポイント後退、前年同期比
では17.0ポイント改善した。
　地域別では、市部が「▲3.3」前期比6.0ポ
イント改善、郡部は「▲38.5」となり、前期
比8.8ポイント後退した。
　売上額指数は「▲19.0」、前期比17.3ポイ
ント後退、前年同期比でも0.6ポイント後退
した。
　収益指数は「▲27.6」、前期比17.4ポイン
ト後退、前年同期比では0.7ポイント改善し
た。
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　管内建設業52社による業況判断指数は
「5.9」、前期比16.6ポイント改善し、前年同
期比でも5.9ポイント改善した。
　地域別では、市部が「11.4」前期比16.7ポ
イント改善し、郡部も「▲6.3」で前期比16.0
ポイント改善した。
　売上額指数は「9.8」、前期比11.6ポイント
改善したが、前年同期比では3.2ポイント後
退した。
　収益指数は「3.9」、前期比14.6ポイント
改善し、前年同期比でも3.9ポイント改善し
た。
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鉱　業 回答事業所５件（回答率100.0％）－業況判断指数　前期比後退 60.0 －

不動産業 回答事業所９件（回答率69.2％）－業況判断指数　前期比横這い 0.0 －

　管内鉱業5社による業況判断指数は
「60.0」、前期比20.0ポイントの後退、前年
同期比では10.0ポイントの改善であった。
　地域別では、市部が「0.0」、前期比横這
い、郡部は「75.0」で前期比25.0ポイント後
退した。
　売上額指数は「▲20.0」前期比80.0ポイン
トの後退、前年同期比でも20.0ポイントの後
退となった。
　収益指数は「▲20.0」前期比80.0ポイント
の後退、前年同期比でも20.0ポイントの後退
であった。

　管内不動産業9社による業況判断指数は
「0.0」、前期比横這い、前年同期比では30.0
ポイントの改善であった。
　地域別では、市部が「▲12.5」前期比12.5
ポイント後退、郡部では「100.0」と前期比
100.0ポイントの改善であった。
　売上額指数は「▲11.1」、前期比11.1ポイ
ント後退、前年同期比では8.9ポイントの改
善となった。
　収益指数は「▲11.1」前期比横這い、前年
同期比では11.1ポイント後退した。

サービス業 回答事業所46件（回答率88.5%）－業況判断指数　前期比改善 0.0 －

　管内サービス業46社による業況判断指数は
「0.0」、前期比4.4ポイント改善し、前年同
期比でも17.8ポイント改善した。
　地域別では、市部が「3.1」前期比6.4ポイ
ント改善、郡部では「▲7.1」前期比は横這
いであった。
　売上額指数は「▲20.0」、前期比31.1ポイ
ント後退、前年同期比も6.7ポイントの後退
となった。
　収益指数は「▲22.2」、前期比35.6ポイン
ト後退、前年同期比では6.7ポイントの改善
となった。
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特別調査アンケート結果 〜2026年（令和8年）の経営見通し〜

◎�悪い(やや悪い～非常に悪い)が42.1％。D.I.指数は▲26.7と昨年より改善
　2026年の日本の景気見通しは、「良い(非常に良い～やや良い)」15.4％(35先)、「普通」が42.5％(97
先、「悪い(やや悪い～非常に悪い)」が42.1％（96先）となった。「良い－悪い」のD.I.指数は▲26.7と
なり、昨年の同調査(2025年の日本の景気見通し▲49.2と比べると22.5ポイント改善した。
日本の景気見通しのD.I.指数は、2022年見通し▲54.9、2023年同▲56.7、2024年同▲32.2、2025年同▲
49.2の推移であったが、今回は改善をみせている。

◎全業種のD.I.指数は昨年同調査時より改善
　2026年の自社の業況見通しは、「良い(非常に良い～やや良い)」が12.6％(29先)、「普通」が47.6％(109
先)、「悪い(やや悪い～非常に悪い)」が39.8％(91先)となった。「良い－悪い」のD.I,指数は▲27.2となり、
昨年の同調査(2025年の自社の業況見通し)▲32.0と比べると4.8ポイントの改善であった。
業種別で見ていくと、昨年より改善となっているのは、製造業18.2ポイント、建設業15.0ポイント、サー
ビス業18.6ポイント、鉱業5.0ポイントであった。
　地域別では、ここの表には出ていないが、市部の卸売業で「やや悪い＋悪い」が62.6％、郡部の小売業
で「やや悪い＋悪い」が66.7％と60％超えが目立つところであった。

◎�増加22.6％(52先)、変わらない43.5％(100先)、減少33.9％(78先)
　2026年の自社の売上額の伸び率は、「変わらない」が43.5％(100先)、「10％未満の減少」が22.2％(51先)、
「10％未満の増加」が17.4％(40先)と続いた。
　昨年の同調査(2025年の売上額伸び率の見通し)と比較して「増加(30％以上の増加～10％未満の増加)」が
3.1％減（25.7％→22.6％）、「変わらない」が6.6％増(36.9％→43.5％)、「減少(10％未満の減少～30％以上の
減少)」が3.4％減(37.3％→33.9％)となり、D.I.指数は▲11.6から▲11.3と若干の改善となった。
　業種別で見ると、前回調査のD.I.指数が、卸売業・運輸業・鉱業・不動産業でプラスであったが、今回調
査では、卸売業がマイナスに転じたが、製造業・運輸業・サービス業・鉱業・不動産業でプラスとなった。

問２　�2026年の自社の業況(景気)をどのように見通していますか。

問３　�2026年において、貴社の売上額の伸び率は、2025年に比べお
およそどのくらいになると見通していますか。

問１　�2026 年の日本の景気をどのように見通していますか。

　　単位：％
2026年の日本の景気の見通しは(回答数:228先) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産

　良い　（非常に良い～やや良い） 15.4 13.7 14.3 11.1 25.0 20.0 11.6 0.0 11.1
非常に良い 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
良い 3.1 3.4 0.0 3.7 3.8 0.0 2.3 0.0 11.1
やや良い 12.3 10.3 14.3 7.4 21.2 20.0 9.3 0.0 0.0

　普　通 42.5 55.3 42.9 31.5 36.6 60.0 44.2 100.0 33.4
　悪い　（やや悪い～非常に悪い） 42.1 31.0 42.8 57.4 38.4 20.0 44.2 0.0 55.5

やや悪い 32.9 27.6 23.8 38.9 34.6 13.3 39.5 0.0 44.4
悪い 9.2 3.4 19.0 18.5 3.8 6.7 4.7 0.0 11.1
非常に悪い 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　　単位：％
2026年の自社の業況(景気)の見通しは(回答数:229先) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
　良い　（非常に良い～やや良い） 12.6 13.7 9.5 8.9 15.7 20.0 11.6 20.0 11.1

非常に良い 0.4 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
良い 1.3 0.0 0.0 0.0 3.9 0.0 2.3 0.0 0.0
やや良い 10.9 10.3 9.5 8.9 11.8 20.0 9.3 20.0 11.1

　普　通 47.6 58.8 33.3 33.9 49.0 40.0 60.5 80.0 55.6
　悪い　（やや悪い～非常に悪い） 39.8 27.5 57.2 57.2 35.3 40.0 27.9 0.0 33.3

やや悪い 34.1 20.7 52.4 51.8 27.4 40.0 20.9 0.0 33.3
悪い 4.8 3.4 4.8 5.4 5.9 0.0 7.0 0.0 0.0
非常に悪い 0.9 3.4 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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問５　�政府は、2027年3月末までに約束手形の利用廃止、小切手の全面的
な電子化の方針を示しています。貴社では、現時点で、企業間の資
金決済の手段として、紙の手形・小切手を使っていますか。

　　　※選択肢上の「ＩＢ」はインターネットバンキングを指すものとします。

問４　�自社の業績が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。

　　単位：％
2026年の自社の売上額の伸び率の見通しは(回答数：230先) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産

　増加（30％以上～ 10％未満） 22.6 27.6 19.0 14.3 17.3 40.0 25.6 60.0 33.3
30％以上の増加 0.9 0.0 0.0 0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0
20 ～ 29％の増加 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
10 ～ 19％の増加 4.3 6.9 0.0 3.6 5.8 6.7 2.3 20.0 0.0
10％未満の増加 17.4 20.7 19.0 10.7 7.7 33.3 23.3 40.0 33.3

　変わらない 43.5 48.3 43.0 41.1 38.5 33.3 55.7 20.0 44.5
　減少（10％未満～ 30％以上） 33.9 24.1 38.0 44.6 44.2 26.7 18.7 20.0 22.2

10％未満の減少 22.2 24.1 19.0 32.1 26.9 26.7 7.0 20.0 0.0
10 ～ 19％の減少 7.0 0.0 19.0 7.1 7.7 0.0 7.0 0.0 11.1
20 ～ 29％の減少 3.0 0.0 0.0 3.6 3.8 0.0 4.7 0.0 11.1
30％以上の減少 1.7 0.0 0.0 1.8 5.8 0.0 0.0 0.0 0.0

単位：％
自社の業況が上向く転換点は（回答数：221先） 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
すでに上向いている 14.5 10.3 15.0 15.1 18.4 0.0 14.3 40.0 12.5
６か月以内 8.1 10.3 10.0 1.9 12.2 13.3 7.1 0.0 12.5
１年後 16.3 10.3 20.0 20.8 16.3 20.0 11.9 20.0 12.5
２年後 7.7 13.8 5.0 5.7 6.1 0.0 11.9 0.0 12.5
３年後 8.6 13.8 10.0 0.0 4.1 20.0 16.7 0.0 12.5
３年超 5.9 10.3 10.0 7.5 6.1 0.0 2.4 0.0 0.0
業況改善の見通しは立たない 38.9 31.2 30.0 49.0 36.8 46.7 35.7 40.0 37.5

単位：％
紙の手形・小切手の利用状況(回答数：220先) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
紙の手形・小切手を使っている
取引先との慣行で使わざるを得ない 18.6 20.7 25.0 21.5 24.5 7.1 7.0 60.0 0.0
経理事務の変更が困難 5.9 3.4 0.0 3.9 10.2 14.3 7.0 0.0 0.0
コスト面で現状のままが最適 5.9 6.9 5.0 3.9 8.2 14.3 4.7 0.0 0.0
でんさい、I B 等のセキュリティ面に懸念 2.7 3.4 5.0 2.0 0.0 0.0 2.3 0.0 22.2
でんさい、I B 等の操作面に懸念 2.7 0.0 0.0 7.8 4.1 0.0 0.0 0.0 0.0
その他 5.5 17.2 5.0 2.0 4.1 0.0 4.7 20.0 0.0

紙の手形・小切手をやめた
でんさい 8.2 20.7 30.0 2.0 6.1 0.0 2.3 20.0 0.0
I B 9.5 13.8 0.0 5.9 12.2 28.6 7.0 0.0 11.1
その他 0.9 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 2.3 0.0 0.0

そもそも使っていない
使っていない 40.1 13.9 30.0 51.0 28.6 35.7 62.7 0.0 66.7

◎前回調査同様「業況改善の見通しは立たない」が最多
　自社の業況が上向く転換点については、「業況改善の見通しは立たない」が38.9％ (86先)、次いで「１
年後」が16.3％ (36先)、「すでに上向いている」14.5％ (32先)、「3年後」が8.6％ (19先)の順となっている

◎「そもそも使っていないが４割を占める」
　「そもそも使っていない」は、全業種では、40.1％であるが、業種的にバラツキが窺える。製造業で
13.9％、鉱業で0.0％であるのに対して、不動産業66.7％、サービス業62.7％、小売業51.0％であった。
　「紙の手形・小切手を使っている」の中では、運輸業・サービス業を除き、「取引先との慣行で使わざる
を得ない」がもっとも多い割合であった。運輸業においては、「経理事務の変更が困難」「コスト面で現状
のままが最適」も一定の割合を占めた。



─  10  ─

管内主要経済統計管内主要経済統計
１．製 造 業 の 状 況
主要製造業生産動向  （単位：比％）

紙製品出荷実績
　　　  トン

前　年
同月比

うち板紙
　　　トン

前　年
同月比

紙製品出荷実績
　　　  トン

前　年
同月比

うち板紙
　　　トン

前　年
同月比

06年10月 63,509 ▲ 0.9 18,218 - 07年05月 59,340 ▲ 3.6 19,049 15.9

06年11月 62,093 ▲ 10.2 20,808 - 07年06月 57,656 ▲ 7.1 18,369 8.3

06年12月 62,699 ▲ 11.6 21,014 - 07年07月 59,173 ▲ 5.8 17,394 0.4

07年01月 54,648 ▲ 10.1 16,476 - 07年08月 54,744 ▲ 15.5 17,479 ▲ 14.1

07年02月 53,550 ▲ 8.2 18,583 - 07年09月 56,088 ▲ 3.1 17,602 10.2
07年03月 58,534 ▲ 14.1 18,009 - 07年10月 59,370 ▲ 6.5 20,746 13.9
07年04月 61,174 ▲ 3.1 19,947 11.0

＊資料出所　…　王子製紙㈱苫小牧工場　　＊163号より原油処理実績の掲載は中止いたしました

２．土 木・建 設  の 状 況
　①　公 共 工 事  （単位：百万円・％）

苫　小　牧　市 室蘭建設管理部 室 蘭 開 発 建 設 部
金　　額 前　年　比 金　　額 前　年　比 金　　額 前　年　比

0 6 年 1 0 月 449 ▲ 46.6 167 ▲ 42.8 529 ▲ 65.1

0 6 年 1 1 月 122 ▲ 50.4 45 ▲ 60.5 199 12.4

0 6 年 1 2 月 96 － 16 23.1 546 －

0 7 年 0 1 月 1,360 16,900.0 26 ▲ 13.3 165 －

0 7 年 0 2 月 43 － 88 633.3 72 ▲ 88.2

0 7 年 0 3 月 626 22.3 2,060 103.6 5,725 －

0 7 年 0 4 月 0 ▲ 100.0 579 31.0 4,662 －

0 7 年 0 5 月 1,509 ▲ 12.0 571 97.6 2,406 ▲ 16.1

0 7 年 0 6 月 740 ▲ 48.9 1,770 482.2 3,105 ▲ 0.1

0 7 年 0 7 月 1,545 37.0 2,737 49.2 2,119 126.1

0 7 年 0 8 月 683 ▲ 23.5 1,040 ▲ 17.5 856 ▲ 3.9

0 7 年 0 9 月 941 57.1 966 88.7 716 ▲ 69.9

0 7 年 1 0 月 691 53.9 123 ▲ 26.3 636 20.2
＊資料出所　－　苫小牧市、室蘭建設管理部HP、室蘭開発建設部HP
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　②　建築確認申請・住宅着工
苫小牧市建築確認申請件数・住宅着工戸数 管内建築確認申請件数・住宅着工戸数（７年9月～7年11月)

建 築 確 認 件 数 住 宅 着 工 戸 数 建築確認申請件数 住 宅 着 工 戸 数
件　数 前年比（％） 戸　数 前年比（％） 件　数 前年差異 戸　数 前年差異

06年11月 44 ▲ 15.4 46 ▲ 9.8 苫小牧市 139 ▲ 9 230 116
06年12月 32 ▲ 22.0 102 ▲ 6.4 千 歳 市 93 ▲ 27
07年01月 36 33.3 51 30.8 白 老 町 6 0 9 4
07年02月 55 41.0 80 263.6 厚 真 町 10 4 0 ▲ 3
07年03月 48 ▲ 9.4 88 57.1 安 平 町 3 3 2 2
07年04月 35 ▲ 35.2 27 ▲ 38.6 むかわ町 1 ▲ 3 1 ▲ 2
07年05月 45 12.5 64 60.0 日 高 町 5 ▲ 1 4 0
07年06月 49 ▲ 23.4 68 78.9 平 取 町 0 0 2 ▲ 2
07年07月 52 6.1 32 ▲ 5.9 新 冠 町 0 ▲ 2 0 ▲ 3
07年08月 60 22.4 39 ▲ 7.1 新ひだか町 5 1 1 1
07年09月 41 ▲ 14.6 121 450.0
07年10月 62 10.7 57 23.9
07年11月 36 ▲ 18.2 52 13.0
　建築確認件数は、指定確認検査機関の受付件数を加えて掲載しております。

３．海 運・運 輸 の 状 況
　①　苫小牧港フェリー運航状況  （単位：比％）

航　海　数 乗　用　車 ト　ラ　ッ　ク バ　　ス 自　動　２　輪 旅　　　客
便 前年比 台 前年比 台 前年比 台 前年比 台 前年比 人 前年比

06年12月 583 6.8 17,492 6.9 47,713 2.6 108 ▲ 0.9 262 1.9 55,764 8.2
07年01月 509 11.4 16,792 15.1 41,217 10.5 100 ▲ 13.8 189 ▲ 11.3 53,724 11.4
07年02月 466 0.2 13,167 7.2 40,146 6.9 193 60.8 188 19.0 45,770 11.5
07年03月 540 ▲ 2.2 21,992 5.7 45,211 ▲ 7.6 173 ▲ 16.0 335 5.7 67,349 1.0
07年04月 556 0.5 23,070 1.9 48,147 1.3 103 ▲ 9.6 1,439 ▲ 5.0 63,304 1.0
07年05月 593 1.7 24,747 1.5 44,622 ▲ 0.3 107 9.2 2,956 ▲ 2.6 76,612 4.9
07年06月 539 0.9 25,864 3.9 43,954 ▲ 3.8 94 ▲ 27.7 5,368 6.9 71,671 3.4
07年07月 553 2.4 26,617 ▲ 3.9 45,000 ▲ 2.7 173 ▲ 17.2 7,574 ▲ 2.8 84,669 ▲ 1.2
07年08月 611 2.9 37,944 9.4 47,332 ▲ 2.0 235 1.3 8,982 3.9 125,153 7.4
07年09月 604 1.3 27,685 0.5 49,815 0.7 132 ▲ 8.3 6,824 ▲ 4.0 86,075 0.5
07年10月 590 ▲ 5.3 24,951 0.9 50,248 ▲ 5.9 132 24.5 1,870 ▲ 4.2 72,391 ▲ 5.1
07年11月 562 ▲ 3.8 17,921 1.8 46,318 ▲ 4.8 120 37.9 425 1.7 58,842 3.7
07年12月 576 ▲ 1.2 17,183 ▲ 1.8 46,399 ▲ 2.8 106 ▲ 1.9 343 30.9 55,461 ▲ 0.5
＊資料出所　…　北海道運輸局室蘭運輸支局苫小牧海事事務所　　＊上り・下り便の合計　　＊トラックはシャーシのみを含む
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　②　貿 易 実 績 （単位：百万円・％）

輸　　　　出 輸　　　　入 貿易金額合計
金　　額 前 年 比 金　　額 前 年 比 金　　額 前 年 比

0 6 年 1 1 月 30,763 41.9 81,824 ▲ 25.1 112,587 ▲ 14.0
0 6 年 1 2 月 31,175 63.3 137,127 9.8 168,302 16.9
0 7 年 0 1 月 20,784 37.0 104,644 ▲ 1.9 125,428 2.9
0 7 年 0 2 月 22,865 ▲ 16.1 103,756 21.2 126,621 12.2
0 7 年 0 3 月 24,878 30.3 91,271 ▲ 15.8 116,149 ▲ 8.9
0 7 年 0 4 月 23,179 30.9 90,299 ▲ 7.9 113,478 ▲ 2.0
0 7 年 0 5 月 17,950 23.2 107,605 ▲ 1.3 125,554 1.6
0 7 年 0 6 月 20,481 ▲ 28.8 74,010 ▲ 7.0 94,491 ▲ 12.8
0 7 年 0 7 月 23,108 29.3 85,549 40.7 108,658 38.1
0 7 年 0 8 月 19,405 14.0 72,196 30.0 91,600 26.3
0 7 年 0 9 月 23,649 25.0 84,045 45.0 107,694 40.1
0 7 年 1 0 月 34,633 20.3 108,695 6.2 143,328 9.3
0 7 年 1 1 月 32,301 5.0 79,168 ▲ 3.2 111,470 ▲ 1.0

　＊資料出所　…　函館税関苫小牧税関支署（速報値）

　③　苫小牧港港湾荷役取扱状況（重量） （単位：千トン・％）

輸　出 前年比 輸　入 前年比 移　出 前年比 移　入 前年比 合　計 前年比
06年05月 77 ▲ 4.2 1,170 ▲ 29.6 3,473 2.2 3,416 1.1 8,137 ▲ 4.5
06年06月 186 152.9 907 6.3 3,583 0.2 3,536 ▲ 2.9 8,212 0.8
06年07月 50 ▲ 36.2 885 7.5 3,547 ▲ 4.9 3,664 ▲ 2.8 8,146 ▲ 3.0
06年08月 71 53.1 652 ▲ 28.4 3,393 ▲ 4.8 3,633 0.5 7,749 ▲ 4.7
06年09月 62 1.0 1,310 ▲ 13.8 3,479 ▲ 5.5 3,771 1.8 8,622 ▲ 3.8
06年10月 146 113.0 1,353 ▲ 21.3 3,908 5.6 3,989 9.4 9,395 2.9
06年11月 198 94.8 1,526 20.8 3,516 ▲ 0.6 3,634 8.4 8,874 7.5
06年12月 150 79.3 1,540 1.3 3,546 ▲ 4.9 3,620 5.2 8,856 0.9
07年01月 84 ▲ 8.5 1,493 6.8 3,129 7.7 2,878 7.8 7,586 7.3
07年02月 77 ▲ 52.3 1,543 43.8 3,107 3.1 3,001 11.1 7,728 11.2
07年03月 92 57.1 1,449 ▲ 17.8 3,706 ▲ 3.0 3,385 ▲ 8.0 8,631 ▲ 7.4
07年04月 87 21.0 1,454 17.0 3,640 ▲ 2.4 3,549 ▲ 3.4 87,301 0.1
07年05月 123 58.8 1,301 11.2 3,498 0.7 3,356 ▲ 1.8 8,278 1.7

　＊資料出所　…　苫小牧港管理組合（HP）(＊数値は速報値のため、後日変更となることもあります。）
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４．商　業　の　状　況
　①　大型店売上状況　　　　　　　　　　　　 　　(単位：苫小牧～千円、北海道～百万円)

苫小牧 北海道(百貨店・スーパー)
金　額 前年比 金　額 前年比

0 6 年 1 1 月 － 87,891 ▲ 0.2

0 6 年 1 2 月 － 112,451 ▲ 0.7

0 7 年 0 1 月 － 92,916 2.6

0 7 年 0 2 月 26,301 83,971 ▲ 1.6

0 7 年 0 3 月 33,095 89,540 ▲ 1.5

0 7 年 0 4 月 34,463 83,937 ▲ 1.5

0 7 年 0 5 月 32,464 84,799 ▲ 1.7

0 7 年 0 6 月 33,363 87,466 ▲ 1.8
0 7 年 0 7 月 33,536 89,327 ▲ 1.2
0 7 年 0 8 月 42,936 90,513 ▲ 0.6
0 7 年 0 9 月 33,183 82,815 ▲ 1.2
0 7 年 1 0 月 35,156 87,422 3.7
0 7 年 1 1 月 33,912 91,520 4.1

　＊資料出所　苫小牧信用金庫調べ　＊大型店－売り場面積が1,500㎡以上の小売店、7年2月から市内対象店舗を変更。
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　②　新車登録台数 （単位：台・％）

新　　　車　　　登　　　録　　　台　　　数　　　（除軽） 苫小牧市軽自動車
胆 振 日 高（室支局管内) 北　　海　　道 全　　　　国 新規登録台数

小型乗用 前年比 その他 前年比 合　計 前年比 前年比 前年比 前年比
06年10月 328 ▲ 13.7 817 32.4 1,145 14.8 9,142 2.6 259,132 6.6 623 ▲ 3.7
06年11月 241 ▲ 35.9 775 11.5 1,016 ▲ 5.1 8,369 ▲ 4.2 249,842 ▲ 2.0 500 ▲ 11.5
06年12月 161 ▲ 41.0 624 18.0 785 ▲ 2.1 6,478 ▲ 8.1 210,746 ▲ 9.3 335 ▲ 6.2
07年01月 215 ▲ 13.3 591 9.2 806 2.2 7,137 3.3 238,906 10.1 426 43.9
07年02月 290 40.8 603 ▲ 5.0 893 6.2 7,973 14.9 262,755 15.9 384 10.7
07年03月 413 35.0 860 ▲ 23.8 1,273 ▲ 11.2 12,805 1.0 329,918 8.8 597 30.3
07年04月 247 10.3 594 ▲ 19.8 841 ▲ 12.8 9,936 1.8 217,064 4.6 686 36.4
07年05月 264 6.0 543 0.4 807 2.2 7,577 ▲ 4.2 203,523 0.9 637 55.7
07年06月 352 ▲ 17.6 702 ▲ 7.3 1,054 ▲ 11.0 10,313 ▲ 2.8 247,563 2.5 511 ▲ 0.4
07年07月 269 ▲ 19.5 716 ▲ 6.5 985 ▲ 10.5 8,850 ▲ 9.1 252,196 ▲ 4.2 528 ▲ 17.4
07年08月 243 ▲ 2.4 496 ▲ 8.3 739 ▲ 6.5 6,354 ▲ 19.7 186,594 ▲ 7.5 414 1.2
07年09月 395 ▲ 7.5 879 16.1 1,274 7.6 9,260 ▲ 12.7 265,391 9.9 531 3.5
07年10月 366 9.6 798 4.2 1,164 5.8 8,643 ▲ 11.2 247,883 ▲ 5.8 579 ▲ 9.4
資料出所　…　苫小牧信用金庫調べ・自販連
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　苫小牧市公設地方卸売市場取扱実績（令和７年10月～12月）　　 　　　（単位：数量-トン、金額-千円、比-％)

水産物計 前年比 果　　実 前年比 蔬　　菜 前年比 青果計 前年比

07年10月～12月
数量 3,169 ▲ 3.3 779 8.4 1,178 ▲ 17.1 1,956 ▲ 8.5
金額 4,331,018 25.7 359,730 ▲ 4.9 315,534 ▲ 9.0 676,984 ▲ 6.8

07年４月～07年12月
累　 　計

数量 7,766 ▲ 5.6 2,258 3.7 3,130 ▲ 9.4 5,388 ▲ 4.3
金額 9,580,175 23.3 1,116,841 ▲ 4.9 881,105 ▲ 4.7 2,000,997 ▲ 4.8

　＊苫小牧市公設地方卸売市場資料より当金庫が作成　

苫小牧市生活必需品価格動向、平均価格対前月上昇・下降上位5品（令和７年12月10日調べ） (単位:円･％)

前月比上昇品 12月平均価格 対前月変動率 前年同月平均価格 順位 前月比下降品 12月平均価格 対前月変動率 前年同月平均価格
は く さ い 23.0 41.1 31.0 1 さ ん ま 154.5 ▲ 35.1 172.0
に ん じ ん 64.4 32.5 49.4 2 レ タ ス 51.4 ▲ 29.1 118.6
大 根 21.0 25.7 23.5 3 き ゅ う り 81.4 ▲ 25.5 102.8
ト マ ト 125.4 20.8 121.4 4 き ゃ べ つ 22.6 ▲ 17.8 49.9
ま ぐ ろ 437.6 18.0 333.0 5 ラ ッ プ 206.3 ▲ 13.3 208.4

　＊生鮮品は100ｇあたり、まぐろはメバチまぐろ・刺身用・ブロック、ラップは30㎝×20m・ポリ塩化ビニリデン製１箱

苫小牧市燃料価格動向（令和７年12月） （単位：円・％)

品 　　 名 単　位 11月価格 12月価格 前月比上昇率 （高  値 ～ 安  値） 前年12月平均価格
家 庭 用 灯 油 １ﾘｯﾄﾙ 126.23 126.41 0.1 137.00 ～ 123.20 119.39
プ ロ パ ン ガ ス 10.0㎥ 11,047.50 11,046.30 0.0 13,255.00 ～ 8,690.00 10,882.50
ガソリン（フル） １ﾘｯﾄﾙ 172.00 155.50 ▲ 9.6 162.00 ～ 152.00 175.14
ガソリン（セルフ） １ﾘｯﾄﾙ 162.29 151.51 ▲ 6.6 161.00 ～ 147.80 174.29

　＊家庭用灯油…ホームタンク配達料込み、プロパンガス…体積買（10.0㎥）、ガソリン…レギュラー
　＊以上２表苫小牧市生活必需品価格動向表（苫小牧市市民生活部市民生活課）より当金庫が作成

５．不 動 産 の 状 況

苫小牧市管内漁獲高動向概算値（令和７年10月～12月） 　（数量：トン、金額：千円、増減‐比：％)

数  量  上  位 数　　量 前年比増減 順位 金  額  上  位 金　　額 前年比増減
た ら 類 988 23.7 1 た ら 類 308,489 76.2
ほ っ き 貝 255 ▲ 4.5 2 ほ っ き 貝 154,706 ▲ 13.5
そ の 他 魚 類 186 ▲ 39.1 3 さ け 111,270 107.0
か れ い 131 ▲ 33.0 4 そ の 他 魚 類 51,784 13.3
さ け 74 35.2 5 か れ い 48,990 ▲ 5.6
7 年 1 0 ～ 1 2 月 合 計 1,750 ▲ 7.0 7 年 9 ～ 1 2 月 合 計 772,936 12.1
7 年 1 ～ 1 2 月 累 計 5,410 1.9 7 年 1 ～ 1 2 月 累 計 2,416,596 26.6

　登記事務取扱状況
売　　　買
（筆個）

前　年　比 
（％）

建 物 表 示
（個）

前　年　比 
（％）

国土法届出件数
（件）

前　年　差
（件）

0 6 年 1 0 月 454 20.1 65 ▲ 34.3 2 ▲ 1
0 6 年 1 1 月 330 ▲ 21.8 64 ▲ 24.7 5 0
0 6 年 1 2 月 486 7.5 75 ▲ 16.7 2 ▲ 10
0 7 年 0 1 月 310 ▲ 17.8 52 13.0 3 2
0 7 年 0 2 月 358 37.7 62 ▲ 22.5 135 132
0 7 年 0 3 月 375 14.7 68 ▲ 2.9 170 165
0 7 年 0 4 月 518 43.9 46 ▲ 14.8 143 136
0 7 年 0 5 月 357 ▲ 12.9 41 ▲ 16.3 178 173
0 7 年 0 6 月 318 ▲ 25.4 48 2.1 176 172
0 7 年 0 7 月 315 ▲ 17.1 58 7.4 159 154
0 7 年 0 8 月 267 ▲ 14.4 39 ▲ 15.2 132 132
0 7 年 0 9 月 426 40.6 47 ▲ 31.9
0 7 年 1 0 月 247 ▲ 45.6 51 ▲ 21.5

資料出所　…　売買・建物表示－法務局苫小牧支局
　　　　　　　国土法届出－国土交通省HP・令和７年2月分より登記申請単位に変更
＊法務局苫小牧支局管内　…　苫小牧市、白老町、厚真町、安平町、むかわ町

【商業関連情報ー卸売市場・物価・漁獲】
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６．企　業　倒　産　状　況
管　　　　　　　　　　　　　　内 北　　　　　　　海　　　　　　　道

倒産件数
（件）

前年差
（件）

負債総額
（百万円）

前 年 比
（％） 倒産件数 前 年 比

（％）
負債総額

（百万円）
前 年 比
（％）

06年10月 1 ▲ 1 10 ▲ 97.5 29 3.6 5,698 39.0
06年11月 2 ▲ 1 52 ▲ 77.8 17 ▲ 15.0 2,207 26.5
06年12月 0 ▲ 6 0 ▲ 100.0 19 ▲ 42.4 2,246 ▲ 24.2
07年01月 1 0 37 ▲ 26.0 17 ▲ 10.5 1,576 ▲ 30.4
07年02月 0 ▲ 2 0 ▲ 100.0 22 22.2 2,769 59.4
07年03月 0 0 0 — 17 ▲ 39.3 2,351 ▲ 29.3
07年04月 1 1 185 — 26 30.0 4,262 4.6
07年05月 2 2 150 — 24 ▲ 20.0 3,301 ▲ 50.7
07年06月 1 ▲ 2 728 ▲ 5.6 23 ▲ 8.0 2,479 31.3
07年07月 1 ▲ 4 50 ▲ 98.2 27 ▲ 20.6 2,308 ▲ 72.6
07年08月 0 0 0 — 22 10.0 1,989 77.1
07年09月 1 ▲ 2 470 ▲ 34.4 22 4.8 2,715 ▲ 3.1
07年10月 1 0 10 0.0 24 ▲ 17.2 5,265 ▲ 7.6

　＊資料出所　…　管内：帝国データバンク苫小牧支店、北海道：東京商工リサーチ北海道支社
　＊管内　…　胆振東部、日高西部
　＊管内の計数は法的整理のみ、任意整理は含まず

７．雇　用　状　況
有 効 求 人 倍 率 完 全 失 業 率

苫 小 牧 管 内 北 海 道 全 国 北 海 道 全 国
0 6 年 1 1 月 1.13 0.99 1.18 2.6 2.4 
0 6 年 1 2 月 1.09 1.01 1.22 2.2 
0 7 年 0 1 月 1.03 0.95 1.20 

2.6
2.3 

0 7 年 0 2 月 1.03 0.96 1.19 2.4 
0 7 年 0 3 月 0.99 0.97 1.16 2.6 
0 7 年 0 4 月 0.96 0.90 1.08 

2.5
2.7 

0 7 年 0 5 月 0.91 0.89 1.05 2.6 
0 7 年 0 6 月 0.96 0.89 1.05 2.5 
0 7 年 0 7 月 1.06 0.93 1.09 

3.1
2.4 

0 7 年 0 8 月 1.09 0.92 1.09 2.6 
0 7 年 0 9 月 1.06 0.92 1.10 2.6 
0 7 年 1 0 月 1.03 0.94 1.10 2.6 
0 7 年 1 1 月 1.05 0.93 

　＊資料出所　…　苫小牧公共職業安定所「業務概要」より

　単位：％
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８．金 融 の 状 況

９．管内の人口・世帯数（令和７年12月末）

　苫小牧市内預金･貸出金残高 　単位：百万円・％ 　単位：百万円・％

預 金 残 高 前　年　比 貸出金残高 前　年　比
0 6 年 1 2 月 898,662 1.3 0 6 年 1 2 月 480,847 ▲ 0.3
0 7 年 0 1 月 880,735 0.6 0 7 年 0 1 月 475,892 ▲ 0.7
0 7 年 0 2 月 879,711 0.9 0 7 年 0 2 月 476,952 ▲ 0.4
0 7 年 0 3 月 882,066 1.9 0 7 年 0 3 月 478,046 ▲ 0.2
0 7 年 0 4 月 910,388 3.3 0 7 年 0 4 月 481,068 0.6
0 7 年 0 5 月 916,627 3.9 0 7 年 0 5 月 483,417 2.1
0 7 年 0 6 月 910,548 1.9 0 7 年 0 6 月 480,767 0.9
0 7 年 0 7 月 893,096 0.5 0 7 年 0 7 月 481,329 0.9
0 7 年 0 8 月 908,311 1.5 0 7 年 0 8 月 481,804 0.6
0 7 年 0 9 月 896,517 1.5 0 7 年 0 9 月 477,552 0.8
0 7 年 1 0 月 900,432 1.6 0 7 年 1 0 月 481,543 1.3
0 7 年 1 1 月 905,530 1.4 0 7 年 1 1 月 484,486 1.0
0 7 年 1 2 月 909,372 1.2 0 7 年 1 2 月 486,809 1.2

　＊資料出所　…　苫小牧金融協会

市 町 人 口 世 帯 数
人 口 前 年 差 世 帯 前 年 差

管 内 合 計 334,227 ▲ 3,007 186,172 482
市 部 計 261,118 ▲ 1,798 144,344 605
苫 小 牧 市 164,111 ▲ 1,479 91,558 137
千 歳 市 97,007 ▲ 319 52,786 468
郡 部 計 73,109 ▲ 1,209 41,828 ▲ 123
白 老 町 14,710 ▲ 383 9,040 ▲ 128
厚 真 町 4,218 ▲ 9 2,116 15
安 平 町 7,234 20 4,032 50
む か わ 町 7,091 ▲ 128 4,033 ▲ 4
日 高 町 10,767 ▲ 129 6,224 14
平 取 町 4,361 ▲ 74 2,374 ▲ 3
新 冠 町 4,943 ▲ 68 2,808 11
新 ひ だ か 町 19,785 ▲ 438 11,201 ▲ 78

　単位：人
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北海道の主要経済指標　　　　　　　　出典：経済産業省 北海道経済産業局 管内経済概況 主要経済指標
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北海道の主要経済指標
コンビニ販売額 公共工事請負額 新設住宅着工戸数 来道客数

販売額（百万円） 前年同月比 請負額（百万円） 前年同月比 着工戸数（戸） 前年同月比 来道客数（千人） 前年同月比

2023年 12月 55,682 2.9 9,093 4.7 1,968 ▲ 1.0 1,067 8.5

2024年

1月 50,120 2.7 7,927 38.4 862 ▲ 16.6 943 15.6
2月 48,501 5.9 19,396 93.4 1,340 9.5 1,037 13.4
3月 51,088 0.8 110,023 ▲ 7.6 2,229 ▲ 10.5 1,087 2.6
4月 50,348 1.1 281,773 14.0 3,428 10.6 941 0.3
5月 52,746 0.8 208,449 25.8 2,600 7.3 1,110 ▲ 2.1
6月 53,663 1.8 159,292 ▲ 8.7 2,715 ▲ 23.9 1,206 0.4
7月 58,134 ▲ 2.4 116,498 16.3 2,944 8.1 1,295 0.1
8月 58,864 ▲ 4.2 62,509 1.5 2,289 ▲ 14.2 1,483 1.9
9月 54,038 ▲ 1.1 48,460 ▲ 9.4 2,340 2.2 1,330 4.7

10月 54,812 1.2 36,653 ▲ 5.8 2,561 ▲ 17.1 1,293 8.9
11月 51,824 2.0 24,592 21.9 2,844 31.8 1,140 13.5
12月 57,125 2.6 17,741 95.1 2,097 6.6 1,157 8.4

2025年

1月 51,986 3.7 8,544 7.8 1,007 16.8 1,108 17.5
2月 49,000 1.0 19,377 ▲ 0.1 1,399 4.4 1,082 4.3
3月 52,835 3.4 107,227 ▲ 2.5 3,963 74.4 1,204 10.8
4月 51,096 1.5 341,431 21.2 1,884 ▲ 45.2 1,005 6.9
5月 54,762 3.8 221,357 6.2 1,128 ▲ 56.6 1,216 9.5
6月 55,905 4.2 144,051 ▲ 9.6 1,613 ▲ 40.6 1,272 5.5
7月 60,479 4.0 121,895 4.6 2,215 ▲ 24.9 1,349 4.2
8月 60,088 2.1 57,831 ▲ 7.5 2,029 ▲ 11.5 1,559 5.1
9月 54,999 1.8 49,614 2.4 2,187 ▲ 6.8 1,350 1.5

10月 55,784 1.8 35,313 ▲ 3.7 2,469 ▲ 3.6 1,320 2.0
11月 52,981 2.2 20,933 ▲ 14.9 2,146 ▲ 24.9 1,162 1.9
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特 集 国内経済・金融情勢
　今号の特集は、信金中央金庫　地域・中小企業研究所発行の金利・為替見通し№2025-10(2026.1.6発行)より、
国内経済・金融情勢について、一部抜粋転載してご紹介いたします。

信金中央金庫 地域・中小企業研究所　上席主任研究員　　峯岸　直輝　氏
上席主任研究員　　鹿庭　雄介　氏

研究員　　佐藤　愛佳　氏

１．日本経済は、７～９月にマイナス成長に転じたが、足元の企業の景況感は底堅さを維持 

◆�７～９月の実質ＧＤＰ２次速報は前期比 0.6％減（年率 2.3％ 減）へ下方修正。設備投資がマイナスに転じる 
　25年７～９月の実質ＧＤＰ（２次速報）は前期比 0.6％減（年率 2.3％減）で１次速報の 0.4％減（同 1.8％
減）から下方修正された。特に、設備投資が同 0.2％減となり、１次速報の同1.0％増から大幅に引き下げられ
た。また、公共投資も同 0.1％増から同1.1％減へマイナスに転じ、住宅投資は上方修正されたものの大幅に減
少しており、投資項目が軒並み成長率を押し下げた。個人消費は同0.2％増と外食等が上振れして１次速報の同 
0.1％増から引き上げられたが、内需が成長率を0.4％ポイント押し下げた。外需は、寄与度が ▲0.2％ポイント
で押下げ幅は変わらなかった。７～９月は投資や輸出の落込みがマイナス成長の主因といえる。なお、今回は
通常の改定の他、20年基準改定等で実額などが過去に遡って大幅に修正された点に留意を要する。
　足元の国内経済の状況を景気動向指数（ＣＩ）からみると、11月の一致系列は、生産関連・商業販売などが
悪化したため、前月差0.7ポイント程度低下すると予測する。ただ、３か月移動平均は上昇しており、基調判断
は「下げ止まり」に据え置かれよう。先行系列は、東証株価指数・消費者態度指数などの改善で同0.7ポイント
程度上昇すると見込まれ、先行き不透明感は後退している。

◆�生産活動は一進一退で生産計画は弱気。一方、12 月の日銀「短観」業況判断 ＤＩは大企業製造業が３四半
期連続で改善 

　11月の実質輸出は前月比6.6％増加した。10～11月平均は前期（７～９月）比 1.4％増と底堅い。11月の輸出
額は対世界が前年比 6.1％、対米は同8.8％増加した。特に、対米の乗用車は同 1.0％増とプラスに転じ、台数は
同 8.1％増加した。北米向け乗用車の輸出物価（契約通貨ベース）は同13.8％低下しており、トランプ関税の影
響が残るものの、輸出数量が押し上げた。一方、11月の鉱工業生産は前月比2.6％減少した。電気・情報通信機
械や自動車等が押し下げ、基調判断は「一進一退」に据え置かれた。12月は、生産計画から経済産業省が前月
比 0.6％減少すると試算しており、企業の生産活動マインド指標（ＤＩ）のトレンドは▲6.3 で、景気後退局面
入りの可能性を示す▲５を下回っている。
　企業の景況感を日銀「短観（12月調査）」からみると、大企業製造業は＋15で前回から１ポイント上昇し、
３四半期連続で改善した。特に、価格転嫁の進展などで素材型や高市政権の成長戦略等が追い風となる造船等
の上昇が顕著である。中小製造業も＋６で前回より５ポイント上昇した。先行き、製造業は円安基調が下支え
するものの、生産計画が弱気である点に留意を要する。一方、非製造業（全規模）は横ばいで底堅さを維持し
ている。ただ、先行きは、日中関係の悪化によるインバウンド消費の増勢一服や人件費の高騰・人手不足など
から、宿泊・飲食サービス等を中心に景況感が弱含む恐れがある。

◆機械受注の基調判断が引上げ。25年度の設備投資計画は堅調も前年度の伸び率を下回るペー スで推移 
　７～９月の実質設備投資（ＧＤＰ統計２次速報）は前期比 0.2％減で回復が足踏みした。機械設備投資を資
本財総供給（除く輸送機械）からみると、10～11月平均は前期（７～９月）比3.7％増と堅調であり、持直しの
動きがみられる。
　設備投資の先行指標である機械受注（船舶・電力を除く民需）をみると、10月は前月比 7.0％増加した。製
造業は同13.3％減少したが、非製造業（除く船舶・電力）が同28.8％増で押上げに寄与した。３か月移動平均
は同3.5％増で５か月ぶりにプラスに転じ、基調判断は「持ち直しの動きがみられる」に引き上げられた。た
だ、手持月数（受注残÷販売額）が 16.6か月と長期化しており、設備投資が人材・資材等の不足による供給制
約やコスト高などを受けて抑制されている恐れがある。日銀「短観（12月調査）」による25年度の設備投資計
画（全規模全産業、除くソフトウェア等）は、前年度比 8.9％増で 24年度（24年12月時点）の同 9.7％増を下
回った。25年度実績は堅調な伸び率が見込まれるが、24年度の伸び率（7.5％増）から鈍化する可能性がある。
設備投資は、人手不足に伴う省力化・ＤＸ・ソフトウェア投資等が下支えするものの、供給制約やコスト高等
による投資採算の悪化などの影響には留意する必要がある。

◆個人消費は力強さを欠く。インバウンドは日中関係の悪化が懸念 
　個人消費については、10月の１世帯当たり実質消費支出（二人以上の世帯）が前月比 3.5％減で２か月連続
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のマイナスとなった。前年比は3.0％減であり、自動車購入の中古車・軽自動車や通信料の低価格プランへの
シフトなどが響いたとされる。また、日銀の実質消費活動指数（旅行収支調整済）は前月比横ばいだった。耐
久財やサービスは前月の水準を上回ったが、飲食料品の値上げなどを背景に非耐久財が同 0.2％減と重荷とな
り、力強さを欠いている。
　11月は、小売業販売額が前月比0.6％増加した。気温低下で冬物衣料等の 季節商品が堅調だった。インバウ
ンドは、訪日外客数が 351.8万人、前年比 10.4％増で前月の17.6％増から減速した。日中関係の悪化で中国・香
港客は 同 0.4％減と前月の16.6％増からマイナスに転じている。全国百貨店のインバウンド（免税）売上は、
前年比2.5％減で２か月ぶりにマイナスとなった。円安がインバウンド消費を下支えするものの、日中関係の悪
化が長期化すれば、地域によっては小売業・観光関連産業を中心に業況が弱含む可能性がある。

◆先行き、国内経済は所得環境や消費者マインドの改善から緩やかに回復
　先行き、個人消費は、賃上げ機運の継続、政府の各種政策、金利上昇等に伴う財産所得の増加などを反映し
た可処分所得の改善などが下支えしよう。総雇用者所得（実質）が増加基調で推移して暮らし向き等が回復し
ており、消費者態度指数も 11月に前月差 1.7ポイント上昇した。消費者マインドが食料価格等の騰勢一服や株
高などから持ち直しており、個人消費を中心に国内経済は緩やかな回復が見込まれる。ただ、円安等による物
価高や供給制約・コスト高などが消費者・企業のマインドを委縮させる恐れに留意を要する。

２．日銀は政策金利を 0.75％へ引き上げ、30年ぶりの高水準に。今後も利上げ路線を継続

◆日銀は政策金利を 0.75％へ引き上げ、30年ぶりの高水準に
　日銀は、25年12月18～19日の金融政策決定会合で、政策金利である無担保コールレート（翌日物）を 0.75％
程度で推移するよう促す方針を決定し、従来の0.5％程度から引き上げた。25年１月以来11か月ぶりの利上げで
あり、0.75％という政策金利は、1995年９月以来30年ぶりの高水準である。
　日銀は、米国経済や通商政策の影響について、不確実性は残るものの低下しており、賃金と物価がともに緩
やかに上昇していくメカニズムが維持される可能性が高く、先行き、「展望レポート」の見通し期間の後半
（26年度下期～27年度）には、基調的な物価上昇率が２％の「物価安定の目標」と整合的な水準で推移する確
度が高まっているとして利上げに踏み切った。今後も、実質金利は極めて低く、「展望レポート」での経済・
物価見通しが実現していくとすれば、経済・物価情勢の改善に応じて、引き続き政策金利を引き上げ、金融緩
和の度合いを調整するとして、利上げ路線を継続する姿勢を示した。

◆11月の消費者物価（除く生鮮食品）の前年比上昇率は 3.0％ と前月から横ばい
　11月の国内企業物価の前年比上昇率は 2.7％で前月と同じだった。前月比は 0.3％上昇し、政府による補助が
一旦終了した電力・都市ガスや銅等の非鉄金属などが押し上げた。輸入物価は前年比1.8％低下したが、前月比
は円安で1.5％上昇している。契約通貨ベースは前年比 2.7％低下し、前月比は原油・一 般炭・ＬＰＧ等の下落
で 0.5％低下した。円は対ドルで 25年下期に10円程度減価しており、円安進行がインフレ率の高止まりを助長
する恐れがある。
　11月の消費者物価の前年比上昇率は、生鮮食品を除く総合が3.0％となり、前月から横ばいだった。生鮮食品
を除く食料やガソリン等が押し下げたが、電気代等が押し上げた。ただ、食料（除く酒類）・エネルギーを除
く総合は1.6％で１％台半ば程度の推移が続いている。先行き、食料価格の騰勢一服、原油等の需給緩和や物価
高対策等で食料・エネルギーの減速が見込まれる。

◆日銀は経済・物価・金融情勢や利上げの影響を見極めつつ、今後も利上げ路線を継続
　10月の実質賃金は前年比 0.8％減で10か月連続のマイナスとなった。名目賃金の前年比上昇率は 2.5％と前月
（2.1％）から高まったが、依然としてインフレ率を下回る。安定的に推移する共通事業所の所定内給与（一般
労働者）は2.1％と前月（2.3％）から鈍化しており、基本給の上昇率は加速していない。今後、最低賃金引上
げ等の影響が波及していくか注目される。
　日銀は、26年春闘に向けた労使の対応方針や本支店からのヒアリング情報なども踏まえて、しっかりとした
賃上げの動きや企業の積極的な価格設定行動から賃金上昇分の販売価格への転嫁が進むとしており、賃金と物
価が緩やかに上昇するメカニズムが維持されると判断している。日銀は、経済・物価・金融情勢や利上げによ
る資金需要などへの影響を見極めつつ、今後も、経済・物価情勢が見通しに沿って推移すれば、利上げに踏み
切る公算が大きい。

以 上

　本レポートは発表時点における情報提供を目的としており、文章中の意見に関する部分は執筆者個人の見解となります。し
たがいまして、投資・施策実施等についてはご自身の判断でお願いします。また、レポート掲載資料は信頼できると考える各
種データに基づき作成していますが、当研究所が正確性および完全性を保証するものではありません。なお、記述されている
予測または執筆者の見解は予告なしに変更することがありますのでご注意ください。
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お取引先企業のご紹介コーナー

当金庫のお取引先企業様をご紹介する「誌上ビジネスマッチング」のコーナーです。

是非、皆様の販路拡大やビジネスのご連携にお役立て下さい。

お問合せは、当金庫または直接下記掲載企業様へご連絡下さい。

株式会社 OZO

 有限会社　 
 にいかっぷホロシリ乗馬クラブ

〒053-0855
　苫小牧市見山町4丁目3-7

〒059-2418
　新冠郡新冠町字西泊津26番地

【連絡先】
　TEL：0144-73-0141
　FAX：0144-73-0141
　代表者：小野　　洋　様

【連絡先】
　TEL：0146-47-3351
支配人　中川　太一 様
E-mail：horoshiri01@gmail.com

＜主要商品等＞
自家製パン・ピザ・パスタ

(カフェメニュー)

※北海道食材使用・無添加

＜主要商品等＞
乗馬クラブ

　㈱OZOが運営する「Le Boulanger OZO(ル ブーランジェオゾ)」は、苫小牧市見山町のベーカリーです。
2006年に個人創業し、2008年に見山町へ移転すると同時に法人化。今年、創立20周年を迎えました。
　北海道食材にこだわり、マーガリン等を使わない無添加で体にやさしい「美味しいのは当たり前、また食
べたくなる」パンづくりが信条。社長は30年わたり無添加で美味しいパンを研究し続けています。パン販売
のほか、ピザやパスタもご用意。店内にはカフェスペースに加え、イートインスペースも備えています。
　新作や営業情報は、ぜひSNSでご確認ください。
［営業時間］9:00～16：00　［定休日］火曜日・水曜日　［Instagram］＠boulangerozo

　にいかっぷホロシリ乗馬クラブは、日本有数の場産地である日高地方の新冠(にいかっぷ)町
に位置する乗馬クラブです。
　馬産地らしく在籍する馬のほとんどが競馬で活躍していた元競走馬のサラブレット。中には
中央競馬の重賞を勝利した馬も在籍しており、初めて馬に乗る方でも、インストラクターの指
導のもと、森の中への本格的なホーストレッキングを楽しんでいただけます。
　また、乗馬の充実度もさることながら、クラブ全体が公園のように手入れされており、日帰
り入浴もできる温泉施設「レ・コードの湯」と「パークゴルフ場」も連なっており、周辺で半
日ゆっくり過ごすことができるエリアとなっています。
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最近の管内のトピックス　－新聞報道より－

※宿泊税3％の定率に　導入は27年4月から　苫小牧市

　法定外目的税「宿泊税」の導入を目指す苫小牧市は6日、税率を道の宿泊税分を含めた3％の定率
制とし、2027年4月から徴収を始める方針を明らかにした。課税は食事代や消費税などを除いた素泊
まりの宿泊料金が対象で、税収は年間約1億2000万円と想定。来年1月にパブリックコメント（意見
公募）を行った上、同2月の市議会定例会で条例案を提案する考えだ。－後略－　　　（11月７日）

 

※本格的な道具でお仕事体験　「とまこまいキッズタウン」大好評
　苫小牧市内の小学3，4年生を対象とした職業体験イベント「とまこまいキッズタウン」が12日、
市総合体育館で開かれた。児童約480人が職業体験を通じ、仕事や消費活動の大切さなどを学んだ。
　市の主催で、仮想のまち「とまこまいキッズタウン」の中で、子どもたちが自由に職業を選択
し、疑似通貨で支払われる給与で消費活動も楽しむイベント。10回目の今年はラジオパーソナリ
ティや消防士、助産師、バス運転手などを体験できる30ブースが並んだ。－後略－

(10月13日苫小牧民報より—以下同じ)

※ホッキまつり盛況　昨年上回る3万5000人来場
　水揚げ量日本一を誇る苫小牧産ホッキ貝をPRするイベント、第12回苫小牧漁港ホッキまつりが19
日、苫小牧港・西港漁港区で開かれた。ホッキ貝をはじめ新鮮な前浜の魚介類を安価で売り、飲食
メニューの販売やステージイベントも充実。過ごしやすい爽やかな秋晴れに恵まれ、昨年を約3000
人上回る約3万5000人が訪れた。
　目玉のホッキ貝特売は、1袋7個を1000円で販売し、開始前から1000人以上が列を成した。当初予
定を上回る約2300袋を用意したが、2時間ほどで完売。－中略－　会場にはホッキ料理を提供する出
店やキッチンカー17店が並び、ステージイベントもひっきりなし。ホッキ貝の身を殻から外す「早
むき競争」は、会場から飛び入り参加を受け付けてその早さを競った。－後略－　  　（10月20日）

※時代の転換期 絵画で　苫小牧の美術史開幕　市美術博物館
　苫小牧市美術博物館の企画展「苫小牧の美術史　1940－1950年代」が20日、開幕した。苫小牧ゆ
かりの画家19人の油彩画を中心に絵画作品約60点を展示しており、初日から市民らの来場が相次い
でいる。来年3月8日まで。
　戦後80年を機に時代の転換期である1940～50年代に焦点を当て、苫小牧の美術史を検証する展覧
会。遠藤ミマン(1913～2004年)ら地元を代表する画家や苫小牧を訪れた市外の芸術家の貴重な作品が
並ぶ。－中略－　物資が不足し、現存する美術作品が少ない環境下で懸命に描き続けた画家たちの
情熱が感じられる。－中略－　同時開催の特集展示「勇払平野の戦争遺跡」では、2023年9月に沼ノ
端南工業団地で発見された掩体壕(えんたいごう)をはじめ、勇払平野に現存する塹壕(ざんごう)など
戦争遺跡の写真や関連資料など約70点が展示されている。－後略－　　　　　　  　　（12月20日）

※匿名で市に1億円寄付　個人で過去最高　「子どもたちのために」
　 苫小牧市に19日までに、匿名の市民から1億円の寄付があった。市によると、個人の寄付として
は過去最高額。寄付者は「クリスマスプレゼント」とし、自身の名前や年齢、性別など素性を一切
非公表。市財政課は「まるでサンタクロース。今の季節らしい明るい話題で、大変ありがたい」と
感謝している。
　同課によると、11月ごろ金澤俊市長が政策の柱に掲げる「こどもどまんなかアクション」に賛同
するとし、高額寄付の申し出があったという。寄付者は19日、市役所を訪れ寄付の目録を金澤俊市
長に手渡したが、感謝状の受け取りは辞退。「子どもたちのために使ってほしい」とだけ伝えてき
たという。－後略－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　（12月20日）
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苫小牧信用金庫
明るく　元気に　このまちを

とましん結婚相談所「ＬＬＢ会」とましん結婚相談所「ＬＬＢ会」
とましん結婚相談所「ＬＬＢ会」事務局

【平日  9：00～17：30】苫小牧市表町３丁目１番６号　　苫小牧信用金庫本店７階
電話　０１４４－５６－５０２６

■会員資格
　 １．苫小牧信用金庫の営業地域にお住まいの方
　 ２．法的にも実生活上においても独身の方
　 ３．結婚したいという明確な意思のある方
　 ４．反社会的勢力でないこと
　　※ 会員の有効期間は入会日より３年間です
　　　 （希望により延長も可能です）

■ＬＬＢ会のシステム
  １．申込書に記載された「お相手の希望」に沿った方の「プロフィール及び写真」を見ていただきます。

  ２．お会いしてみたい方がいた場合、事務局よりお相手の方に連絡し了解がとれれば、お見合いをして
　　  いただきます。（お見合い会場は苫小牧信用金庫本店内）

  ３．お見合い後に、交際希望の有無を確認させていただきます。

  ４．双方が交際を希望した場合、３か月の交際期間を設けます。交際期間の中で「結婚を前提に交際を
        継続」または「交際を辞退」の結論を出していただきます。

■入会にあたりご提出いただくもの
　 １．申込書類
　　　 （当会所定の入会申込書、プロフィール、誓約書）

　 ２．戸籍謄本または独身証明書

 　３．最終学歴の卒業証書 （任意）

　 ４．収入証明書 （源泉徴収票など）

　 ５．申込書貼付用顔写真１枚 （縦横５㎝程度）

　 ６．お相手へのご紹介用写真２カット 
　　　 （Ｌ判サイズ、１枚は全身が写っているもの）

　 ７．入会預り金 １０,０００円
　　　 （退会時には全額返却いたします）

■活動実績
　（令和7年12月末現在）

　 入会者数　男性　411名
　　　　　　 女性　410名　
　　　　　    合計　821名

　お見合回数　     1,194回
　結婚又は婚約中　　75組
　子供の誕生　　　　27名

お気軽に、お問い合わせください！お気軽に、お問い合わせください！


